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研究成果の概要：アメリカ合衆国において近年注目されてきた人格教育と呼ばれる道徳教育の

動向を文献及び実地調査によりその具体的な姿を明らかにし、これを批判的教育研究という観

点から政治学的要因を踏まえて分析した。批判的教育研究の基礎理論や政治学的諸問題に関し

ては論文として発表し、人格教育の分析は学会発表により明らかにした。

交付額
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2007 年度 1,400,000 420,000 1,820,000

2008 年度 600,000 180,000 780,000

年度

年度

年度

総 計 2,000,000 600,000 2,600,000

研究分野：教育学

科研費の分科・細目：比較教育学
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１．研究開始当初の背景

アメリカ合衆国では、NCLB 法に人格教育に
関する項目が設けられるほど、この種の道徳
教育に注目が集まっていた。同時に、批判的
教育研究の分野では、簡略な形でだが、批判
的に論及されることが多かった。一方、日本
では、保守的な思潮のなかで、この種の道徳
教育の日本への導入を考える向きも見られ
ていたが、包括的批判的研究はまだ現れてい
ない状態であった。

２．研究の目的

1990 年代以降のアメリカ合衆国（以下、ア

メリカと略記）において際立った展開を見せ
ている「人格教育(character education)」
と呼ばれる道徳教育（「品性教育」とも訳さ
れる）の推進動向と、その社会政治的背景を、
同国における批判的教育研究の観点から分
析し、この分析を通して、価値観が多様化す
る現代社会における道徳教育—とりわけリベ
ラリズムの理念に即した道徳教育—の理論
的・実践的可能性を検討することを目的とし
ていた。

３．研究の方法

文献研究だけでなく、人格教育の推進に熱心
な学校における実地取材をすることで、また、
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教育委員会の担当責任者との面会等を通じ
て、人格教育の具体的な様相をできるだけ明
確化することに努めた。

４．研究成果
計５本の雑誌論文（書評１を含む）、１本

の書評、１回の学会発表により成果を発表し
たが、最終目標到達点の内容は、学会発表で
まとめられたに留まり、論文を発表すること
はまだできていない。今年度の課題である。

そのなかで、NCLB というテスト体制と人
格教育という保守的道徳教育が、ネオリベと
ネオコンという政治的カップリングとして
機能しているという仮説的視点を明確化す
ることができた。その十分な論証を論文執筆
のなかで、ひきつづき行う予定である。

他方、リベラリムにもとずく道徳教育の可
能性に関しては、新資料が年度末に発見でき
たので、これを踏まえて今後も学会等に発表
して行く予定である。
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